
地球温暖化の一因とされるCO2 の大気中への蓄積を低減するためにも，再生可能なバイオ

マス資源の有効利用の研究やエネルギーの高効率利用が必須です。現在，バイオマス発電，

バイオマスガス化技術，分散型で用いるバイオマス燃焼器などが積極的に開発されています．

エクセルギー再生型ガス化システムの構築には、バイオマス利用の場合、約600 ℃以下にお

ける迅速なガス化が必要ですが，「低温」と「迅速ガス化」の相反する双方の事象を同時達

成することは容易ではありません。本研究室では600℃程度まで低温化した上での迅速ガス

化（次世代のガス化）を目標としています．

（3）再生可能エネルギー利用技術の開発

（バイオマスの低温・迅速ガス化技術とガスエンジンの開発）
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ガス化速度に及ぼす触媒担持の影響

(a) K触媒 (b) Fe 触媒

ガス化速度：急増加


